
ハノイ

フエ

ホーチミン

＊ベトナムの地方行政区「省」は、日本でいう「都道府県」に相当する。

世
界
に
認
め
ら
れ
た

ベ
ト
ナ
ム
の
コ
ロ
ナ
対
策

　
2
0
2
0
年
の
年
初
か
ら
、
世
界

中
に
感
染
が
広
が
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
。
た
だ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
対
策

の
取
り
方
で
感
染
者
数
や
重
症
者
数
、
死

者
の
数
に
は
大
き
な
違
い
が
出
て
い
る
。

　
世
界
の
中
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染

拡
大
封
じ
込
め
に
成
功
し
た
国
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
の
が
ベ
ト
ナ
ム
だ
。
感
染

者
が
出
た
初
期
か
ら
厳
格
な
隔
離
対
応

と
、
公
式
ア
プ
リ
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

通
じ
た
情
報
公
開
な
ど
を
素
早
く
行
い
、

7
月
末
ま
で
は
死
者
数
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
。

　
そ
の
ベ
ト
ナ
ム
に
対
し
、
J
I
C
A

は
旧
南
ベ
ト
ナ
ム
国
時
代
に
さ
か
の
ぼ

る
1
9
6
6
年
か
ら
保
健
医
療
分
野

で
協
力
を
行
っ
て
い
る
。
い
ま
や
、
院

内
感
染
対
策
な
ど
の
〝
予
防
〞、
疫
学

的
な
研
究
や
検
査
態
勢
の
強
化
と
検
査

結
果
に
基
づ
く
措
置
な
ど
の
〝
警
戒
〞、

病
院
の
整
備
や
人
材
育
成
に
よ
っ
て
安

心
し
て
受
け
ら
れ
る
〝
治
療
〞
と
い
う

「世界患者安全の日」である9月17日に合わせ、チョーラ
イ病院では病院内で患者安全に貢献した病棟やスタッフ
を表彰している。写真は2019年の表彰式のときのもの。

医療安全の取り組みを
地方の病院にも！

これからも改善を
続けていきます！

機
能
が
循
環
す
る
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ

れ
つ
つ
あ
る
。

　
と
り
わ
け
、
日
本
が
重
点
的
に
協
力

し
て
き
た
バ
ッ
ク
マ
イ
病
院
（
ハ
ノ

イ
）、フ
エ
中
央
病
院
（
フ
エ
）、チ
ョ
ー

ラ
イ
病
院
（
ホ
ー
チ
ミ
ン
）
の
三
つ
の

中
核
病
院
が
そ
の
地
域
の
保
健
医
療
を

カ
バ
ー
し
、〝
警
戒
〞
の
機
能
を
持
つ

国
立
衛
生
疫
学
研
究
所
な
ど
と
も
連
携

し
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
2
0
0
3
年
に
ベ
ト
ナ
ム

で
発
生
し
た
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群

（
S
A
R
S
）
の
流
行
で
は
、
バ
ッ
ク

マ
イ
病
院
で
行
っ
て
い
た
院
内
感
染
対

策
の
技
術
指
導
が
感
染
拡
大
の
阻
止
と

制
圧
に
貢
献
し
た
。

感
染
症
に
強
い
社
会
を

目
指
し
て

　
今
年
1
月
、
ベ
ト
ナ
ム
で
最
初
の
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
患
者
を
チ
ョ
ー
ラ
イ
病

院
が
受
け
入
れ
た
。
こ
こ
で
は
過
去
に

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
院
内
感
染
が
発
生

し
て
お
り
、
J
I
C
A
の
協
力
の
も

と
、
人
工
呼
吸
器
使
用
時
の
感
染
管
理

や
、
チ
ー
ム
体
制
の
構
築
な
ど
徹
底
し

た
感
染
対
策
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の

経
験
を
生
か
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
の
院
内

感
染
は
防
が
れ
、
患
者
へ
の
適
切
な
治

療
を
施
し
、
さ
ら
に
は
他
の
病
気
の
患

者
の
治
療
も
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
ま
た
、
チ
ョ
ー
ラ
イ
病
院
を
拠
点
に

し
た
ベ
ト
ナ
ム
南
部
の
省＊

病
院
に
対
す

る
指
導
体
制
が
で
き
て
い
た
こ
と
か
ら
、

そ
の
経
験
や
知
見
が
省
か
ら
さ
ら
に
は

バックマイ病院

フエ中央病院

「JICAの挑戦〜世界の命を守る〜」を
配信中！

　新型コロナという脅威にJICAはどう立ち向かうのか。「世界の命を
守る」という決意表明と、その具体的な方策を語る北岡伸一理事長
のメッセージ動画をユーチューブで配信中。ベトナムでの取り組みや
予防、警戒、治療の内容についても紹介している。

COLUMN 感染管理能力の向上が
医療サービスの質を

高めます

詳しくは
こちらから

メッセージ動画の一場
面。人間の安全保障を
実現するため、JICAがこ
れまで約150か国に協
力してきたことなどを紹
介している。

郡
レ
ベ
ル
に
も
迅
速
に
波
及
。
同
病
院

が
こ
の
地
域
に
お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
の
指
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。
ま

た
、
7
月
に
ベ
ト
ナ
ム
中
部
の
ダ
ナ
ン

で
約
3
か
月
ぶ
り
と
な
る
市
中
感
染
が

発
生
し
、
重
症
者
が
増
加
し
た
際
に
は

チ
ョ
ー
ラ
イ
病
院
の
医
師
も
ダ
ナ
ン
入

り
し
た
。

　
病
院
だ
け
で
は
な
く
、
長
年

J
I
C
A
が
協
力
し
て
き
た
国
立
衛

生
疫
学
研
究
所
の
役
割
も
大
き
い
。
感

染
症
流
行
初
期
の
段
階
か
ら
P
C
R

検
査
を
行
い
、
三
つ
の
中
核
病
院
を
は

じ
め
と
す
る
医
療
機
関
に
結
果
を
迅
速

に
共
有
。
地
方
の
医
療
従
事
者
の
研
修

を
行
っ
た
際
に
構
築
さ
れ
て
い
た
中

央
と
地
方
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
功
を
奏

し
、
省
レ
ベ
ル
の
検
査
所
で
も
迅
速
に

P
C
R
検
査
が
実
施
さ
れ
、
行
政
と
連

係
し
て
ク
ラ
ス
タ
ー
を
封
じ
込
め
る
た

め
の
調
査
も
進
め
ら
れ
た
。
J
I
C
A

の
長
年
に
わ
た
る
取
り
組
み
が
中
核
病

院
や
国
立
研
究
所
を
軸
に
地
方
ま
で
浸

透
し
、
国
全
体
の
感
染
症
に
対
す
る
対

応
能
力
の
強
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
感
染
症
の
急
速
な
拡
大
と
い
う
脅
威

に
立
ち
向
か
う
た
め
に
は
、
各
地
の
医

療
提
供
機
関
が
協
力
し
て
〝
予
防
〞〝
警

戒
〞〝
治
療
〞
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
張

り
巡
ら
せ
、
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
適

切
な
対
応
を
行
う
シ
ス
テ
ム
が
必
要
と

さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
体
制
と
人
材
を

備
え
る
こ
と
が
で
き
て
初
め
て
感
染
症

に
強
い
社
会
と
な
る
の
だ
。

ベトナム南部の省病院の管理職医師や看護師を対象に、チョーライ病院で行った
感染制御・患者安全に関するセミナー。小原 博専門家（チーフアドバイザー）らが
講演した。

チョーライ病院

世界全体を揺るがす新たな脅威、新型コロナウイルス感染症。
その影響は、人間の命、社会、そして経済活動にまで及び、まさに「人間の安全保障」を脅かしている。

以前から途上国の保健医療分野で協力をしてきたJICAだが、
この感染症に立ち向かうため、「世界の命を守る」というメッセージを打ち出した。

中央と地方をつなぎ、包括的に予防、警戒、治療に取り組むことで、
感染症に対する対処能力と強靭なシステムを国全体で作り上げているベトナムでの取り組みを紹介する。

世界の命を守るため、
　　　　　ともに挑む
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要
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
ま
と
め
た
ガ
イ
ダ

ン
ス
ノ
ー
ト
を
作
成
し
た
。
女
性
の
平

等
な
社
会
参
画
と
経
済
的
エ
ン
パ
ワ
メ

ン
ト
の
推
進
や
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基
づ

く
暴
力
の
撲
滅
な
ど
4
項
目
の
優
先
取

り
組
み
課
題
を
挙
げ
、
具
体
的
な
活

動
内
容
や
持
つ
べ
き
視
点
を
紹
介
し

て
い
る
。

人
身
取
引
を
未
然
に
防
ぐ

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
は
、
被

害
者
の
7
割
以
上
が
女
性
と
少
女
だ
と

推
定
さ
れ
て
い
る
人
身
取
引
に
も
深
刻

な
影
響
を
及
ぼ
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
人
の
移
動
は
制
限
さ
れ

て
い
る
が
、
人
身
取
引
で
は
密
入
国
も

多
く
、
被
害
者
は
減
少
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。

　
母
子
家
庭
な
ど
、
も
と
も
と
貧
困
状

態
に
あ
る
女
性
が
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て

さ
ら
に
経
済
的
に
追
い
込
ま
れ
る
状
況

下
で
は
、
そ
の
弱
み
に
つ
け
こ
ま
れ
て

被
害
者
は
む
し
ろ
増
加
す
る
可
能
性
が

高
く
な
っ
て
い
る
。

　
東
南
ア
ジ
ア
で
は
経
済
発
展
が
著
し

く
進
む
一
方
、
国
家
間
の
経
済
格
差
が

広
が
り
、
国
境
を
越
え
た
人
身
取
引
が

多
発
し
て
い
た
。
と
く
に
メ
コ
ン
地
域

で
の
人
身
取
引
問
題
は
深
刻
で
あ
る
た

め
、
J
I
C
A
で
は
予
防
と
と
も
に
、

被
害
者
の
保
護
や
社
会
復
帰
に
関
す
る

協
力
を
続
け
て
き
た
。

　
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
2
0
1
2
年
か

ら
人
身
取
引
対
策
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
体

制
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。
そ
れ
以
降
、
現
在
で
は
日
本
の

1
1
0
番
の
よ
う
な
「
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
1
1
1
番
」
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。

ベ
ト
ナ
ム
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
24
時
間

無
料
で
掛
け
ら
れ
、
人
身
取
引
に
つ
な

が
り
そ
う
な
誘
い
を
受
け
た
場
合
の
相

談
や
、
被
害
に
遭
っ
た
人
々
か
ら
の
相

談
な
ど
に
対
応
。
必
要
に
応
じ
て
警
察

や
病
院
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

な
ど
へ
も
つ
な
い
で
い
る
。

　
ベ
ト
ナ
ム
北
部
の
地
方
で
暮
ら
す
少

女
が
「（
隣
国
で
）
い
い
給
料
の
仕
事

が
あ
る
か
ら
来
な
い
か
」
と
い
う
誘
い

を
受
け
、「
1
1
1
番
」
に
相
談
し
て

き
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

は
そ
こ
に
潜
む
リ
ス
ク
を
説
明
し
、
少

女
は
誘
い
を
断
っ
た
。
予
防
体
制
に

よ
っ
て
命
や
尊
厳
、
そ
し
て
安
全
が
守

ら
れ
た
実
例
だ
。

　
人
身
取
引
対
策
に
お
い
て
は
政
府
の

関
係
省
庁
の
ほ
か
、
警
察
、
病
院
、
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
企
業
、

N
G
O
な
ど
、
そ
の
対
策
に
関
係
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
が
連
係
し
て
分
野

横
断
的
な
取
り
組
み
を
展
開
で
き
る
体

制
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
ま
た

人
身
取
引
被
害
者
の
大
半
は
、
女
性
や

子
ど
も
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
的
に
弱

い
立
場
に
置
か
れ
た
人
々
だ
。「
人
間

の
安
全
保
障
」
と
い
う
観
点
で
は
、
そ

う
し
た
人
た
ち
が
被
害
に
遭
わ
な
い
よ

う
自
ら
危
険
を
回
避
す
る
能
力
を
高
め
、

被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
協
力
・
ア

プ
ロ
ー
チ
が
求
め
ら
れ
る
。

世界各国の外出制限下における
ドメスティック・バイオレンス報告件数の増加率

（制限以前の件数を100として比較）

女性の雇用実態は派遣や非正規
雇用労働、小規模な商店経営、出
稼ぎ労働などを含むインフォーマル・
セクターでの低賃金労働が多く、社
会のセーフティネットから排除される
場合も多い。社会的危機下ではより
深刻な経済的打撃を受けやすい。
photo： Sayad Jan Sabawoon/JICA

新型コロナ対策に追われることに
より、女性の性と生殖に関する健
康と権利や妊産婦への保健医療
サービスなどの減退も懸念される。
photo： Mika Tanimoto/JICA

上 ： ホットライン111番のコールセンター。カウンセラー
が常時待機して人身取引の被害を防ぐ。また、被害者
の社会復帰のための相談にものっている。
右 ： ホットライン111番を紹介する動画の一場面。

上 ： 井上きみどりさんのオリ
ジナル漫画。手洗いがなぜ
大切かということと正しい手
洗いの方法を紹介している。
左 ： 協力の相手国で手洗い
運動を広めていく運動だ。

被害を未然に
防ぎます

「健康と命のための手洗い運動」キャンペーンを開始
　感染症の拡大防止はまず正しい手洗いから始
まる。途上国での感染症の予防、健康の増進、公
衆衛生の向上のため、JICAは「健康と命のための
手洗い運動」を9月から開始。手洗いに象徴される
衛生的な行動の習慣を身につけてもらうため、途
上国で啓発キャンペーンを行っていく。
　漫画家の井上きみどりさんによるオリジナル漫
画ポスターや手洗いソングなどの啓発ツールを制
作し、現地の言語に翻訳して活用してもらえるよう
にする。
　また、洗い残しが特殊な光でチェックできる「手
洗いチェッカー」などの貸し出しも行い、正しい手洗
い方法を体得してもらうようにする。
　さらに「JICA健康と命のための手洗い運動プ
ラットフォーム」を設立し、感染症予防などに関する

情報や経験を共有する。プラットフォームには民間
企業や市民団体、大学、研究機関、衛生分野に
関係する個人など、趣旨に賛同される方は誰でも
無料で参加できる。C

O
L
U
M
N

詳しくは
こちらから

インフォーマル・セクターの労働者に
占める女性の割合

南アジア

95 %
サブサハラ
アフリカ

89 %
ラテン
アメリカ

59 %
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ベトナム
女
性
に
及
ぶ
脅
威
を
懸
念

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
人
々
の
生

命
や
生
活
を
脅
か
し
、
社
会
に
甚
大
な

影
響
を
与
え
て
い
る
が
、
一
方
で
そ
の

影
響
が
す
べ
て
の
人
に
等
し
く
、
画
一

的
に
及
ぶ
わ
け
で
は
な
い
。
感
染
症
に

限
ら
ず
自
然
災
害
な
ど
も
含
め
、
人
々

の
安
全
に
関
わ
る
危
機
が
起
き
た
場
合

に
は
社
会
的
に
弱
い
立
場
に
立
た
さ
れ

て
い
る
人
々
や
特
定
の
職
業
な
ど
の
集

団
に
そ
の
影
響
が
及
び
や
す
く
、、
よ

り
い
っ
そ
う
弱
い
立
場
に
追
い
込
ま
れ

る
傾
向
が
あ
る
。

　
実
際
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
世
界
的
蔓
延

で
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（〝
男
ら
し
さ
〞〝
女

ら
し
さ
〞
と
い
っ
た
社
会
的
・
文
化
的

に
つ
く
ら
れ
る
性
別
）
に
基
づ
く
差
別

や
社
会
規
範
が
根
強
く
残
る
社
会
で
は
、

女
性
に
お
い
て
深
刻
な
社
会
的
・
経
済

的
影
響
が
広
が
っ
て
い
る
。

　
女
性
が
7
割
を
占
め
る
保
健
医
療
や

福
祉
従
事
者
へ
の
感
染
リ
ス
ク
の
高
ま

り
、
外
出
制
限
や
自
粛
生
活
が
長
引
く

な
か
で
の
夫
や
交
際
相
手
か
ら
の
ド
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世界の保健医療、福祉従事者に占める
女性の割合
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出典 ： 世界保健機関（WHO）2019の資料をもとに作成。

出典 ： 国連女性機関（UN Women）2020の資料をもとに作成。

出典 ： 国連女性機関（UN Women）2016の資料をもとに作成。
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感染症の蔓延など深刻な社会的危機が起きた場合、
その影響は社会の中でより立場の弱い人々へ向かっていく。

ジェンダー視点に立ち、新型コロナウイルスの影響を考えてみる。

ジェンダー視点で
脅威をとらえる

新時代の人間の安全保障
すべての人に安全と尊厳を
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